
16.トドマツァブラムシの防除

1-試験担当者

北海道支場保護部昆虫研究室長 山口博昭ほか

2•試験目的

アブラムシの分布,寄生のひろがり方,飼体数の原動機構,寄生の林木の生長におよぼす佑・ 

ようを究明,核害発生の予察,防除時期の決定,防除方法の琲立をはかる。

3. 昭和4 4年度の経過とえられた結果

1)アブラムシ類の分布,発生環境,被害実態調査一道内の立地区分位もとづく各址•域のア 

ブラムシの発生環埴を,順次譌杳,被害よりみた危険地帯の地域区分を行なっている。

2 )トト・マツオオアプラの寄生 ー トト・マツ植裁後のアブラムシの侵入,寄生のひろがり方を 

帷的に調・査,その経退を明らかK!してきた〇

3 )トト•マツオオアプラ個体数の変動機鷹 一 いくつかの条件の異なる地で,アブラムシ個体 

故の技動と気芸,天敬,林分条件尊との関係を調査検討した。

4 )トドマツオオアプラの核窖解析—アブラムシの寄生の推移と林木の生長毆枷秋との間 

係を解析してきた。

5 )薬剤防除法 —— 浸透性布機燐剤による防除法を明らかにした。

4. 昭和4 5年度の試験計画

1)7・ブラムシ類の分布,発生環境,祓害実態調有を摞茶地方で実稔

2 )トドマツオオアブラの寄生のひろぶりについて苫小牧にて継統調奔。また定山渓のエゾマッ・ 

トドマツ天然林の湖伐姓带で,天然生稚樹,植裁木にたいするアプラムシの寄生の推移を測机

3)トト・マツオオアプラの個体数の灸動に密接なる関係をもつ有郷虫,有性虫の出現檢椚を実験 

的に検討。

4 )トト・マツオオアブラの被害解析とくに生畏母との関係を舌小牧にて離続調査。
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17, エゾノウサ•ギの防除

1.試験担当者

北海道支場保頂部野鼠硏究室 柴田莪春•上田明一

" 山本時夫

2•試験目的

エゾノウサギは狩猟鳥獣であるため,その防除法は徊々制約されている現状にあり,また林木 

の被害もきわめて大きい。このため合理的な防除対策を検时する必要がある〇従って本種の季筒 

的生息場所,生臥密度,行動などを圳卉し,防除法の并礎的肯料をうる。

3. 昭和4 4年度の経過とえられた結果

カラマツ造林灿における野兎の生鼠状態と傍腹の訓杏について,主として一定拙域内の野兎の 

行動(移動と侵入)を6-12月K•わたり橈錄方法によって細査した。この結果,春に出現した 

個体が•秋に再び出斐することはみられなかった。したがって夏季といえども一5諏放内におけ 

る野兎の生息は絶えず新しい個体によっておきかわり個体間の将肋と母入炉はげしく行なわれて 

いることが昭められた〇

生息例耕の質定法の腕試験として生捕り脱による初猗法と国上に殃される足跡歡を組合わ 

せ,両者の近似性の検討を行なった。

4. 昭和4 5年度の試験計画

生息環境の解析御査はカラマツの幼令造林地において45年6月より4 6年3月までの期問, 

生捕り脱を用い謂査を行なう。

また生息個体裁の算定法の試験牡冬季に足跡により夠定法を建入れて実施する。
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